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赤色り ~ ~\.節の研究 11.

所前局縁ifriJの組織率的観察

工藤規誰

{北海道大革獣啓塾部家奇解説皐教室:主任高畑設授}

1.繕 一言

者<-庁は所ij!?赤色ワンパ笛iの系統的検索を全

て，その角lH'iJ]率的構誌と生即.率的}，主義を究明せん
とし，第 I報に於て山羊の肉i史的援察成訟を報告

した。赤色リンパ詰i(0組織率的梼迭に;りいては，

研究者によりそのr~u!は必プ妻、しも一致しないが，

e被膜lU下の)守i・;?VJJ占i縁部の特異的椅遣が指抗されて

いる。l1flちCLARKSON，VINCENT等， WEIDENREICH， 

LEWIS， BAUM， PILTZ ，，~三は赤色ザンパ話jの }Nl訟~~ÎJ

立正常リンパ告のそれによ仁べ，相iめて炭く多量の

赤血球主:合むとすう。 又子Jるによれば彼の Hae-

molymphglandula は rE常リンパ~1j と民ヒ洞紘訟

を示すが， 山二芋の耳aemoglandulaのMl縁洞部に

;主総給性結合組織から成る多数のまm障が認められ，
ま!明えに建って控を多数の小irnH亡分けると述べてい
る。苦行比例々のリンパ詰aこ和々の所見を認め，
又 1街のリンパ箆に於てすら異なった所見を従じ

ている例にも多数遭遇した。本第に於て辻刺殺準

的所見の中， J悶J司4縁i洞同及び

i在{立f下下の特殊なE脹長色管=輸に弱就:いて幸報員告 L御批宇特目をf仰工申Fぐ
三手弐?犬く第でで、ある (本論文要i行?ば自昭丹手和i口12鉛6年 4月第 3訪O回

臼本歎皆.皐撃令及びび、第5鴎6回日本解去剖l1i率撃合n出1与上に於
て幸報註P岳主し7たこd。

11. 嚢義材料と方法

実験材料はザ{ネy種山芋39体，トッケy プ Fレグ種¥lJ

羊 i体，計40体より採哀した赤色リシパl1n877箇である。

採取部位は後大言語脈周辺を主とし，其の抱腸間膜リシパ埠

河辺，気管リ γパ節周逗等のものも検索したが，組織学的

所見と赤告リシパ簡の出現部位との関係，実験動特の年齢

的差異に基づく幸雄i学的ff1JJ.の異同等に就いては，後日稿

を改めて報告する予定である。毘定には Formalin，HEI-

DENHAIN氏第2液， HELLY氏液)ROMEIS氏SUSA液，

ZENKER氏液を吊し、， パラフイシ包埋後ラ-10μ の単切

片或いは連続哲J片を作成， Haematoxylin-Eosin買染色，

Azan染色 VAN-GIESONよそ染邑を施し部Go班ORI氏

鍍銀法を併用した。

III.嚢験成績

1. 局縁洞の支持構造

赤色リンパ白j)品詠洞の;去三与枯主計主，迂よ血主n.織
に於けるNl，iI'l締結組織とは異なったものが多く，

著~.~工次の 4 耗に垣間 L符た。

(1) 被践に主li殺して少量の千滑筋線事~t を合む，

検特jな線新ff性結合組織から成る小宝を形成する部

分があり，その壁を排成する細胞は 3誌に匝別L

l~J る。 旦珂即iドiち染色E江i2参に乏Lいj淡炎i明ザ呪jな核とエオデヂ、ン弱

!塙l中F

小f体本と数在主笛}jの染色E質空穎粒を合み， 民!形或いは花同
形の泡扶核を千jし， lLつヱオヂン晴好位の11.UL.揚

い原形買を持つ，所話線維産ill胞と，iιわれるもの及
び染色買にやや古む后千な核を有する制抱である O

以上3屈のまls胞の中，手滑筋線錐vi-切g.によって・

は種々の形を示すが，原形質のヱオヂン晴好牲と

ワンギーソン染色所見から他の2較の絢抱とi同僚

に医別L符.る。 LかL(千滑筋諒維を除く)他の2

和の細胞はまiREEt境界が極めて不明瞭で、明確には匿

出し符-ないが， IHl形或いは持!nl;形の核を有するまjij

胞は一般に壁の賓貨に認められ，局之f-t.主核を有す

るもの注壁の蓬縁に桧fHされる ~f4:が多いa

。) 前記の平滑筋線維を極めて少量伴ない，
2諒の核をこ合む線軟性結合組織が分散し，疋常習

ンノζ笛の梁村氏に認められる組織と日←・所見の部

分があるο しかし本梁材紙様遣は正常リンパ笛iと

{主異なむ，髄良部に注せ宇に}rIil縁許JÎ)に経1とする。

(劫上記(1)，(2)の所見に認められた線維まmHe!
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158 獣醤皐研究

とJ目、われるものによとべ，殺誌ややIJ、型で明瞭な細

胞境界を有する 2--3 siiiの組抱が集国をなし， と
れらの集国が比較的精に存在する部分がある。そ

の細胞集国の蓬縁は形扶が不規員IJで突起j{](を呈L

ている。 本所見と後誌の悼の所見との医別は，

一般染色標本に於ては桜めて国難であるが，鍍銀

標本によって明瞭な所謂望者銀位結線維の強日-iされ

ない黙が特異で、遣うる。

(4) 正常リンパ簡の絢綿組織に見られる如く，

星形或いはま左鍾欣を呈する細胞が認められる部分

がるる。との部に於ける細胞の核は楕同形・濡手

形等種々の1f:bを示し，染色貨に乏Lく泡吹を呈す

る。又原形質の突起は比較的結く且つ長い領向を

示し，それによって桔互に連接して絹限を形成す

るが，細胞の出現が詰所見によ七ぺ逢かに疎である。

本所見の部分に於ては所謂堵銀位細線維が多数出

現する。

1筒の赤色ザンパ節の周縁部に於ても部分的

にはその所-見が異なるのが普通で，被践に接する

部分から髄買部に移行する迄に，上速の 4種の所

見を (1)-(2)一(3)ー (4)，(2)-(3)ー (4)，(3)一任)等の

11援に混じている部分が多い。

著者誌赤色リンパ笛をその時総洞の支持構造

から弐の4型に分類Lj(ζゃ 即ち部分的にでも (1)

の所・見を有するもの (A型)，仰の所見を混ぜ-t，

部分的にでも仰の所見が認められるもの (B型入

(1)， (2)の所見を認め宇，被膜亘下段i主ちに(3)の所

見を認めるもの (C型)，及び(1)，(2)， (3)の所見を混

ぜや，性)のみ認められるもの (D型)である。

市してA型に於て (11の所見が認められる部

分は，内部に (3)，仰の所見との在接の移行は認め

られ宇，比較的明瞭な境界を以て (2)の所-見に蓮

績 L，少数例で泣 (1)の部分と (2)との境界に，者:

明な結合組織性の板挟中隔を部分的にi認め得た。

(2)の所・見は漸進的に (3)の部に接し又 (3)の所-

見が認められる部分は直接髄質部に移行する事誌

なく，漸進的に必宇(寄託連接する。 又各型に必

在する悼の所見と髄質部との境界iま， 一般にや

や明瞭で，多数例記於て後速の特殊紙管輪を介し

て明瞭に匝別される。

上速の 4型の捻出童文を，検索総数877筒の赤

色リンパ節に就いてみると， A型423tm (48.2%)， 
B型 324笛(36.9髭)， C型的自 (7.9 ヲ~)， D型61笛

(7.0%)となり，大多数は A，B 2型に属L，雨型

の合計は 744笛で，全検宗教の85.2%を占める。

2. 局縁混の麗さ

個々のー亦色リンパ笛の最大径を含む切片に就

いて周縁拐の康さを測定し三たの 3段F告に匿別し

た。却ち(1)習ンパ笥の亘筏に封し20男以上の詐j

幅を持つ部分が多いもの， (2) 20%以下 10劣以上

の洞稲部分の多いもの，及び(司 10%以下の部分

が多いものの 3種である。上速の洞幅と周縁j再の

型別 (A，B，C，D)との関係に就いて，第 1去に

示す如き成績を得た。

第 1去により 10劣以上の洞幅部分の多いも

のは 813笛で，全検索童文877笛(D92.7% を I~l める

が， その中D型に麗するものは 10笛(1.2%)にす

ぎ宇，大部分は A，B 及び、C型に麗L.， 3型の合

計は 803箆(98.8%)を示す。即ち赤色リンパ節に

於ては周縁、おの庚い例が極めて多く，しかもその

大部分は著者の A，B，C型に麗するものであるc

又周縁洞の炭さ 10%以下の部分の多い例立 64

筒(7.3%)にすぎ宇， その中51街(79.7%)はD型

Table. 1. Comparison of Breadth of主hePeripheral Sinus in Various 
4 Types Classific拭edAccording to their Supporting Structures 

Rwpeheloarlite pivhne eo回dB1urle8aairnd田D出ia匂omf也e血teeerl | | 
可pesof peripheral Sinus Percent of the total Number of 

Nodi differentiated to the total 
A 2 C D Number of examined Nodi 

Over 20が (37279./84% 23) {274ラ4./33μ24) (7ラ205/6拓9) {i1./66μ 1) (6724!./28974 7) 

¥0-20% 215/4F24 3) (91 213/372445 ) (71 {2168./16タ94) 1(49./86ガ1) (12891./68μ 77) 

Less than 10ガ {03./74% 23) (29./83μ 24) (115/6% 9) (8ラ31./66がl) (674./38タ747) 
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に属L，A， B， C型に属するものはお笛(20.3%)

である。 又 A，B，C，D各型に就いて， 1.同梢に関

する 31洋の検出例裁を比較すると， A， B， C型に

於てはj同栴の大なるものが大多数で， 洞栢 20劣

以上， 10---20劣， 1096以-fの!較に激減するが， D

型で、i士逆にi同格のIJ、友るものが津i増する傾向を示

したo j!rlち A，B， C 3型とD型のN1.考では，組織

撃的にまHl絹総維の出現性tこ千行Lて， J，I;l詠j同の炭

さに顕著な主異を認める。

3. 罵縁潟内合赤血球・リンパ球の量

}，同J巧Iij詩主縁柔剥j語洞F同3軒;内又司Hに亡検i出i九iされる積々 の-出由

球及びび、リンパ球の合有呈を 4段陪に匝別[しし〆寸，際rm
なく充渦.するものを掛，多量出現するが1古1球1mに

出践を認めるものを十九少量散在するものを+，

及び検出し符・なかったものをーとした。弐に A，

B， C， D 4型赤色リンパ笥H亡検出された赤前L球・

リンパ球の主的関係を示せば第2去の如くである。

即ち31之も多数検出された例は， 赤血球(以下

E)掛， リンパー球(以下L)十の例で計343笛(39.1

怒)を，'1め，以下 E悦， L+tの 160街 (18.2%); 

E+t， L+tの 92倍(10.5%); E十， L掛の 77笛

159 

(8.き%); E +， L十の 58笛(6.6%); E +十， L輔の

報告(5.5%); E十， L十十の 34笛 (3.9劣); E掛，

L掛の25笛 (2.9%); E件， L十及び、 Eー， L十

の 17笛(1.9路); Eー， L掛及び Eー， L十十の 3

笛 (0.3%)の11債に検出され，問主主?同内にリンパ球の

出現しない赤色リンパ笛誌なかった。

手くに第2表に示された A，B，C，D4型に於

ける検出童文を，各型の検索総数にま与Jする百分比で

表わすと第 3，4去の如くなるo

lllJち A，B，C，D4型jち!の赤;註球含有量段A，

B，Cの11['1に従って掛，+tのものが漸減L，十，ー

のものが、滋弔する。又D塑では+ttv計号無で十の

ものが大多数を，'1めている。とれに反してリンパ

球含有量を比較すると顕著な主異は認められない。

以上の所見で明らかな如く A，芸， C型とD

型とほその傾向が杢く茨する。 LかしD型に属す

る4必4例(ヴ72.1%)には!問J耳2持寺縁柔剥i洞同内に赤

例(位27.9%)には検出し符.なかつたが，との 17例の

D型辻正常リンパ笛iV乙桜めて近似する伊!と忍われ

る。なゐB:@!の2OU (0.6%)， C型の 4例 (5.8%)に

於てもその J ，;dt~{溺内に赤血球の検Wr もなかった事

は阪めて興味ある事賓で，とれらの少数例も D型

Table. 2. Quantity of Erythrocytes and Lymphocytes lncluded 
in the Peripheral Sinus of Red Lymphonodus 

Quantity of 
Erythrocytes A D Total 

Types of peripheral Sinus 

B c 
Quantity of 
Lymphocytes 

什十

村十

++ 
÷ 

ふ
'す

司

L
q
L
Q
J
n
u

-

-

村十

++ 
ート

i
2
1
0
 

1
1

つ&

n
u
n
u
n
u
n
u
 

2ラ
160 
343 
O 

2
4
2
0
 

0
1
0
0
 

Q
U
q
4
7
z
n
u
 

n
T
G
J
2・孟

002  
002  
o 2 14 
O 0 00  

w423  324 69 61 

Figures in each column indicate the total number of nodi in each type differentiated 
by quanti七yof erythr∞ytes and 1戸nph∞ytes.

十

村+
÷十
十

+1+ 
す+
十
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ノ

β
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2
1

ハu

q
L
z
i
'
i
 

ζ
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2
2
7
4
n
u

l
 

F

う

7
1
0

ミ
J

7
4
8
0
 

7
4
ヨ
J

ζ
ノ

q
J
q
3
7
a
n
v
 

i
 

877 
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TabIe. 3. Showing the Gradual Decrease of the 
Number of Red Lymphonodi Having a Great 
担anyErythroeytes in their Peripheral 
Sinus in Turn to A， B， C and D 

Types of Quari.ti~~竺主里りthroeytes
peripheral ! 
sinus 俳++ + 

A

B

C

D

 

68.6 

63.0 

49.3 

O 

18.9 

21.0 

11.6 

1.6 

12.5 

1ラ4

33.3 

70.ラ

O 

06 

5.8 

27.9 

Table. 4. Showing白elrregularity of 
Lymphoeytes lncluded the Peripheral 

Sinus of Each Type 

Types of I Quantity.of Lymphocytes 

Pぎpheral 朴(什;十!
正:;mus

A

B

C

D

 

17.5 

16.4 

29.0 

9.8 

33.1 49.4 

37.7 46.0 

24.6 46.4 

16.4 I 73.8 

n
u
n
u
n
u
n
u
 

Figures in each eolumn indicate the per eent of the number of nodi having various quan-

tity of erythroeytes or lymphocytes to the total number of nodi ditferentiated into 4 types. 

Table. 5. Showing the Decrease of Red Lymphonodi with Large Quantity of 

Erythrocytes in their Peripheral Sinus with the Decrease of Sinous Breadth. 

Quantity of Erythrocytes 
Breadth of 
peripheral Sinus tl十 ++ 十

Total Number 
of Nodi 

Over 20% {4748i ./86が24) 162/6% 24 (7i 419/6μ 24) (l0/6.22μ 4) 624 (101/624) 

10-20% 42.3% {2ラ72./ラiタ869) 
27.多ガ

{ラ2/.178が9) 189 t80/189) (ラ2/189}

Less than 10が {0/。6タ44%) {46/.634 ヲ~~ (6473./2654予五} (2167/66μ 4) 64 

Total nu向 ラ28

の諸例と共に赤色ザンパ官[jと)正常リンパ節との中

lU1型的意義をf寺つものとも忠われる。

4. 周縁洞の慶さと含宥
赤車球量との関係

}hj縁i持の良さと}i'il縁潟内赤血球合有量との言語

係を，前速の標準に従って比較する ξ第 5去に示

す如くである。

即ち周縁洞悩 20%以上の伊jで故多数を，1Iめ

るものは E構で，その桧出寧は 71.8怒を示し，以

下 E什 (16.2%)，E十 (11.9銘)， E -(0.2%)の!阪に

減少する。沼恒 10--20%の例に於て詰 E掛 (42.3

96)が主主高であるが， i詞幅20%以上の伊iに於ける

E掛の検出率よ与逢かにfまく， 以下 E十十 E十

{各27.5%)，E -(2.7%)の11闘である。又洞結 10%

以下の例では，その傾向が前2者と異なり，故直i

のものが E十 (67.2%)で，以下 E-(26.6%)， E十十

(6.3%)の"畏に減少し， 本例中に誌 E耐のもの誌

1例も検出されなかった。

157 23 169 877 

即ち周縁混の民い赤色リンパ主(ijに於ては合千i

赤血球量が多く， i持車両の狭くなるに従い含有率血

球量の減少する傾向を認める。

5. 肉眼前色彩と馬縁海内

赤血球量との関係

第 I報に於て述べた赤色リンパ笛の肉f¥l{的色

彩 6程に就いて，用車象許j内赤虫球合右主主比較す

ると，第6去に示す如くである。

即ちPd詠混内 Ej言;廿十のOU308箇に於て，主主

色系，赤褐色系共に濃色のものが主主尚を示L，亦

色系228街中濃赤色97笛 (42.5%)， 赤裕色系 80

笛中i畏赤褐色 55flfi (68.8 %)を占める。又!司縁i月内

Eーのf持U16笛はすべて肉n民的色彩の訟も淡i児た
ものに麗L，E掛の例と Eーの例とのItIH亡注肉駅

的色彩が全く相反した煩向を示すが E+t， E+ 

の拶Ijで試壁かながら雨者の中1m的傾向を認める。
要するに赤色リンパ箆問縁潟内E量の減少は，

その肉眼的色彩を淡unならLめる要因とも考えら
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れる。

6. 罵縁滴下の特殊脹管輪

著者-辻本研究資確中に従来の報告'に記載され

なかった特殊な脈管輪を有する例に多数遭遇した。

本脈管輸は周縁拐に接Lて認められ，とれとリン

パ邸内郊の所前鑓買部， mj*~d同及び験!泊予脹とは

交通している。その聖l主内皮細胞によって国まれ

た毛主illllIL管欺を主するものもあり，又一部その壁

が不明瞭となりJr可捻混と誌買部との1m隙として認

められるものもある。之江むとの膜色:輪の一部にあ

る壁の不明瞭な所・に誌，核の淡染する原形買に?;7

む大型の細胞が認められた。

上述の所・3主主ー呈L，今回:新たに認められた本

紙管輪を著:{ft工Subs'Inus-veInと椴訴するもので、

ある。この Subsinus-veinの検出された例は 877

倍 ~ll 794街(90.5%)で， その中には切片に於て同

総1mJ下民連続L1<こ輪扶を呈して内部を套~Iたに包む

もの 96白(12.19，6)， リンパ節の一部に断裂して認

められるもの 698筒 (87.99，6)を含んでいる。 検索

リンパ節総数877tfiiに就いて，本月民管輸が全主主に

立って形成されているもの，部分的に認められる

もの，検出し符なかったものの 3和に大関して，

内総洞の形扶 A，s，C，Dに於ける桧f出H率を去示

すれiはま

去却Fち検宗翌ンパ主笥蔀7言i耗総i毅の 9ω0.5%に本E扱辰管輪を
託詫[1時明守引吐j，巳し.1<たζが， 83筒 (9.59，6)には認められなかった。

話して本販管1輸を全誌に認、めたものは A ~~が

423 ttij中61待 (14.49，6)で公正:jをI'iめている。以下

B型 (9.99，6)， C型 (4.496)の/liriに議減L，D型では

1例も検出されなかった。コキ三鞍管輸を部分的fL認

める例で法，最高は B型 (87.0%)で，以下 A 型

持3.29，6)， C型 (76.8守山， D型 (18.09，6)で引民共検出率

が減じ，更に本探管輸を認め符なかった明で、江主主

Table. 6. Comparison of the Quantity of Erythrocytes in Each Peripheral 

Sinus of the Nodi Defferentiated by 6 Colour Tones 

Colours of N odi 

Red 

Brown 

Light 

Middle 

Dark 

Light 

Middle 

Dark 

Total 

Number of Nodi differentiated by Quantity 
of Erythrocytes 

E.+廿 E.什 E.十 E.一

69 30 28 

62 12 4 

97 28 6 

6 16 多6

19 ラ 2 

ララ 2 ラ

308 93 

E: Quantity of erythrocytes. 

Table. 7. 

Occurrence of the 
Subsinus-vein 

Perfectly 

Partially 

Lacking 

Total Number of Nodi 

Showing the Ratio of Occurrence of the Subsinus-veins in Each Type 

ロp~~竺f_t~e_ p~ip~eJ."al S~n_us___~___ ___ i 

1¥ B (~ D 

{6141./4452F4ラ)(3929/3ガ24)(43/46794)(00ガ/61) 

{38ラ32/24F243)1{28872/03ガ24)l7m6/86が9){1l8l/06μ 1) 

{i2O./44芦23) (130./i3が24)(ii83/8679F4)6820./06μ1) 

423 324 69 61 

Total 

129 

78 

131 

92 

26 

62 

Total 

(9i 6i ./08テ7ぷ7) 

(67998./68?7ぷ7) 

{893./ラ87747) 
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高がD型の82.0%で，以下C型(18.8%)，B型(3.1

%)， A裂 (2.4%)であった。IiPち本脈管輸の完全
形成をみる例と認め得ない伊jを比較すると 4型

に於ける検出率の傾向は全く相反する。本紙管輸

が全域に亘って形成された例と部分的に認められ

た例の雨者-を合すると， その検出率は A型で辻

曾7.6%，B型で誌96.9%，C型では 81.2%を示L，

以上3型では大多数の例に本紙管輪を認めた。こ

れに反しD型では本脈管輸を認めない例が82.0劣

で，本脈管:輸を確認した例は 18.0務にすぎない。

従って著者の所謂 Subsinus-veinの出現扶況に関

する所見は，同級i向の庚さ及び、周縁混内赤血球量

に就いてのそれと，傾向が一致するととを知った。

よってこの事賓から，所-謂 Subsinus-veinの出現

ば赤色リンパ節の特異牲に特接な鰯係のある事を

示すものと考えられる。

IV. 総括及び考接

赤色ザンパ笛周縁掃の構迄に就いて， CLARK-

SON， BAUM 法被肢と謹績する綿AA殺事l号迭を正常

リンパ諮問故調と/lヨヒものであると記載したが，

VINCENT等， LEWISによると，赤色リンパ笛周縁

海内の赤血球は毛細:血管の中にあるもので，赤色

リンパ笛周縁節は正常リンパ笛のそれとは異なり，

内皮細胞で国まれた昼間であると報告した。又手

品によれば，氏の Haemolymphglandulaの周縁

潟武正常現ンパ箆と同ヒ構誌であるが， Haemog-

landula に於ては周縁洞内部に線事fl~性結合組織か

ら成る多数のまm障が認められ，本細障が網扶に連
って控を小室に分け，との部分に泣iE常リンパ節

に見られる絹歌織線殺を認めないと述べている。

著者が肉眼的に赤色ザンパ節と一括して採取

した材料877倍に就いてみると，個々の材料に種

々異なった所見を認め，又同一材料に於ても部分

的に異なった所見を続々混じているので，著者は

周縁事jの支持棒惑から赤色リンパ節を A，B，C，

Dの 4型に分類した。との 4型の検出率は，検索

総敢に封してA型48.2%，B型36.9髭， C型 7.9%，

D型7%で，千島の言う海部ii体扶構造を部分的に
右するA型と， CLARKSON， BAUMの古う正常リン

パ節と同穏なおの構造のみを示すD型との外に，

雨者ーの中fH1型的措惑を呈する B，C雨型が多数回

現した。 A，B 2型の合計747筒は検索線数877筒

の85.2%を占め，赤色リンパfJ(Jの大部分は周縁部

iスiに被摸と謹接する，車j話題t性結合組織から成る索

扶支持組織を在するか，或いほとれが相互連絡し

て多数の小室を形成する部分を有している。

著者は上述の小室の壁，索扶支持紹.識を構成

する細胞を 3積に匿別した。即ち質質i亡於ける手

滑筋線維，結合組織細胞と蓬縁部に認められたや

や扇子な殺を右する細胞である。蓬縁部記認めら

れるまmM包が，内部に出現する締胞に比べやや扇子
な核を有する事は，己正に手応により記載されたが，

VINCENT等， LEWIS は]iIi)捻iiWJ内の赤血球集罷]を血

管内のものでるるとし，土建の締胞を血管内皮細

胞と考えている。との綿抱が壁の資質に於ける縁

起r~*i号胞と同様なものであるか，又は血管内皮細胞

であるかの黙に就いては，赤色リンパ笛同総洞の

特異的支持梼迭の生成機蒋，周縁部内赤血.球の由

来塁手を窺う上記興味ある事と忠bれるが， とれに

就いては精細た細胞皐的吟味と，同級洞と血管と

の交通の有無等を検討し，後日稿を改めて報去す

る議定である。

A， B， C 3型に屈する赤色事ンパ笛の一部に，

所詰IT書銀聖域i司線維を作なわない去iH胞の小集国から

成る殻薪な網扶様迭を認めたが，との所見が被膜

出下にのみ認められた例は，著者のC型に属する

69倍{検索線、教の7.9%)にすぎ十， A， B弱型ι
於ては紘若維粧t，!性?笠主i主:結合幸範紐紐n旦1.綴繰織織aかカか￥ら成る索丹え長!防ミ花為羽袖干名封科枯緋tl品持llE年Et与II'迭は必必、宇
注のF所所耳斤ゐ見を経て， 言書室良性*iI1線維を 1'1~なう所詰まi司詐j

組織に移行する。

又著者法 A，B，C，D4型に就いて問詠洞の

買さ，J指針問i刊に含右される赤車球及て):、リンパ球

の量を比較した。 リンパ球に就いては， 4型の出i

に顕著な量的差異注認、ぬられないが， Pil縁視の演

さ;主 A，B，C3型ほ D型より透かに践し合在

赤虫球量l土 A，B C， D各型の111自に減少する傾向

を認める。個々の例では問縁洞の疑いものは合右

赤・血球霊が多く，周縁i誌の狭くなるに従い赤血球

量は減少する。 W EIDENREICHは赤血球を合まな

い問縁洞は極めて喪いと述べているが，著者の検

索で誌 WEIDENREICHの成結と杢く和茂 Lf;こ結果
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を11写tc。

赤色リンパ笥の肉眼的色彩と合存される血液

との関係に就いて， BAUM誌Pンパ節含有血液の

和委員と量がその色彩を決定すると述べた。著者は

JM縁部内の赤1frL球量と赤色リンパ笛色彩との樹係、

主検討し"詐)内合千f赤血球量の減少するに従い肉

u民的色彩の淡~~J となる傾向を認めた。第 I 報に於

て，者二;汗は年齢の士宮力IH乙 1rl~ない淡unな赤色リンパ

笛が減少する.ffj.‘震をこ主主べたが，今回収めた成績は

前回のそれと共に，赤色リンパ節の生体内治長に

闘して桜めて興味ある示唆を輿えている。即ち前

誌の如く A，D雨空のタトに，ド14者の中1m型的掠誌

を示す豆， C 2型が多数現われ，周縁沼稲及びJhl

縁i持r̂.J赤血球量に就いても A，B，C，D 4型の
11民に従い正常習ンパ笛11h)諒洞の所見に滞'i~く接近す

る。雨してとの事賓と許せ考え，赤色リンパ邸周

縁部の特異的枯;迭である小室形成部が，漸ヨたその

梼遣を犬いつつ，小室の警を構成する結合和.織が

宗祇椅治とし?て残存L，遂には結合紹.織まis胞の/1、
集民iから成る都jfJ¥構遣を経て，正常手ンパ節周縁

iffllに見られる結締組織に移行する一連の関係を推

定せLめるものであるむ

更に著者・は本研究資蒐中，従来注日されなか

った刊誌洞-fの特殊源管輸を全検索伊!の 90.5%に

詮IlJjL，とれを Subsinus-veinと板稲じた。本脹

管輸の形成立A型が最も高度で B，C及て;¥:D型

に至るに従って，その形成が海i弐不完全になる頼.

向は極めて興味ある事責でるり，本月辰管輪の出現

が赤色リンパ節の特異性と筏接な関係あるものと

ニ与えられる G 本賑管輪の形成が吊詠i日下全域

I三五るものは，全検索例の 12.1劣であるが，部分

的に認められるものは 87.9怒の多数にのぼってい

る。全坊に認められる例に於ても，部分的に問主主

洞，誌ZT部及び輪出静旗等との交通を認める。本
豚管輸が特殊血管として出現するものであるか，

或いは吋縁混と髄買部との間際即ち赤色ザンバ缶i

のみに見られる 2弐的問縁混として出現するもの

なるかの誌に就いて泣，本原管輸と血管との関係，

n和i組織との関係を更に精細に迫究した後報青す
る議定であるが，本脹管輪の多数日i現法赤色守ン

ノミEiiの宇佐迄上極めて重要な意義を有するものと忠

考される。

v.結論

lIJ羊40掠の赤色リンパ節877符ι就いて，同

捻洞の組織率的視察を行いダくの成訟を符た。

(1) 1M縁詐!の支持構造より，赤色ザンパ節を

A，B，C，Dの4型に分類した。 従来赤色リンパ

笥Pil縁溺の支持措迂ょとして報台された，多数の小

室から成る海事:i~体祇格志(著者の A 型に認める所­

見)と， 11ミ常リンパ節と同校友翻網組織{著者のD

2ちとの外に持j者の移行主~とみられる形扶(著存の

B ， C 型)を示すものが多数設I~~ され Lかも 1 街

の Pンパ笛jに沿いて各和の所見が津i弐移行してい

る。

(島 A，B，C，D4型に就いてJhl縁洞の院さ，

周縁j局内の赤血球*'~よびリンパ球の量を比較する

と， リンパ球でな 4型のi台1{'こ顕著な量的会異を認

めないが A，B， C 3翠の洞稲辻 D型の洞幅に

よ七べ逢かに氏く，合存赤血球量誌 A，s，C，Dの

11頃に漸減する傾向がある。

(尋 問縁j同料の炭い赤色リンパ笛iに於ては，

同球部内含有赤血球量が多く， ('同艇が狭くなるに

従いその量は減少する。

(4) 赤色リンパEIi周縁詐tll司赤東球合有量と赤

色リンパ蔀の肉n民的色彩との関係を検討すると，
肉眼的色彩が淡明となるに従い，お~J赤血球量が

減少する傾向を認めるc

(出金検索伊jの 90.5劣に従来記載されなかっ

た特殊脹管輸をJ;!iJ縁潟也下に義して認め，著者辻

本康管輸を Subsinus-veinと1lU稲じた。 Subsinus-
veinの形成は A，B，C，D4型の11訴に不完全とな

る。

(6) 本研究により赤色リンパ笥iと正常ザンパ

節との1mfこ，超々なる中1m型の存在を諮問し・7ζ。

との1}~は雨1)・の 1mに於ける一連の移行過粍を思わ

しめるものである。

稿を経るに当り，終姶御警;筈な鰐指導と御校関を観っ

た高知教援及び貴重な御助言御鞭提を限った九大IJ、野名誉

教授，同大学今井・京大木原各教授に謹諾する。白木研究

の一部は文部省科学研究助成費に負うことを附記し感謝の

意を表する。
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STUDIES ON THE RED L YMPHONODUS 11. 
MICROSCOPICAL OBSERVATIONS ON THE PERIPHERAL 
SINUS OF THEまEDLYMPHONODUS IN GOATS 

By 

Norio Kuno 

{F，.om the Lαboratory of Veterinαry Anatomy， Faculty of れter知αryMedicine， 
Hokkαido Univer・sity，S，α，pporo. Chilザ:Prof. K. TA}ご'AllATA)

In this paper， there are described some microscopical observations on the peripheral 
sinus of the red lymphonodus in goats. Eight hundred and seventy-seven nodi were found 

in several regions of 27 goats， and used in this examination. 
This research work was performed by the writer having in mind the following concep-

tion: “the peripheral sinuses of the red lymphonodi are not to be regat'ded as modifications 
of the ordinary lymphatic sinuses， but as structures sui generis!' 
Most of the following results which were obtained belong to his new findings， whi1e 

some of them connect with ear1ier known facts which have not very su伍cientlyexplained 
by previous observers， as the present author emphasises here. 
(1) In the peripheral sinuses of red lymphonodi there were observed 4 different distinc-

tive features of the structures. 

As feature 1， the spongy St1・uctureoI the. peripheral sinus of some red lymphonodus is 
pointed out. Each chamber of the sponge 1S complet1y surrounded by wal1s， and closed 
chambers aでeshown in sectIon. 'rhese walls are continuous to the tissue of the capsule 
consisting of connective tissue and smooth muscIe fibres. The spaces of the spongy cham-

bers of this feature are supposed to be continuous with each other and to be developed into 
some compact tissue such as the capsule tissue (Fig. 1). 

As feature II attention is directed to the following structure. Here the wal1s of the 
sponge do not completely enclose the chambers， so the latter become uncIosed chambers in 
section. Nearer the medul1ary portion of the nodi the walls of these unclosed spaces become 

gradually slender inwardly， .and show trabecula-1ike nature， protruding into the sinus cavity. 
Of course， there are proved connective tjssue and smooth muscle fibres in these trabeculas. 
In this feature the sponge seems to be developed by the repeated branching of trabecula in 

the sinus cavity (Fig. 2). 
In feature III the trabecula-}jke tissue pieces come to be composed of五broustissue cel1s 

only. Each piece of the trabeculas consists of 2"，，;J cells with a few connective tjssue五bres.

It is supposed that these五broustissue pieces are connected to each other by th出~ connect-
ing五brousprocess giving spongelike texture to some part of the peripheral sinus (Fig.. 3). 

Practically it does not very distinctly di百erfrom the next feature IV， but it is evidently 
distinguishable from the latter by the absence of definite argyrophHic fibrils (F 
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which were found to form a remarkablv narrow network of argyrophi1ic fibrils (Figs. 5， 6). 
These 4 features do not always occur in the same preparate， but often some of them 

are lacking. 

In some cases these four di百erentfeatures gradually appear in sequence 1， II， III and 
IV. 
(2) The author classi註edthe red lymphonodi into 4 types according to the state of 

appearance of the above described 4 features in the peτipheral sinus of each individual nodus. 

The red lymphonodi of which the peripheral sinuses have feature 1 in any part were 

c1assified as A type (Fig・7).

When the peripheral sinuses of some nodi have not the chamber as feature 1 in any part， 
but the bundles beneath capsule as in 11 feature， the author c1as、i五edthe red lymphonodi 

as B type (Fig.お.
Some nodi have pe:cipheral sinuses without features I and II in any part of them， but 

w'ith feature 111. So such red lymphonodi were called C type (Fig. 9). 

The others were indicated as D types having the peripheral sinuses with feaiure IV 

alone (Fig. 10). 

(3) The ratio of appea:cance of the red lymphonodi with each type of sinus structure 

decreases from A to B， C and D. 
( 4) There was seen to be a de自niterelation between the type breadth and quantity of 

involved erythrocytes of sinus. 

a) In A， B and C types the ratio of appearance of the red lymphonodi with broad 

. sinus is greater than C types， and the ratio of appearance of-the nodi wlth large quantity of 
eryth:rocytes becomes smal1er in turn from A， to B， to C， and to D types (Tables 1，2，3，5). 
b) The colour tones of red lymphonodi are related also to the quantity of erythrocytes 

in the peripheral siims. Generally in the peripheral sinuses of the light-coloured red lym-

phonod.i there were detected as few erythrocytes， and in deep-coloured ones a great many 
erythrocytes (Table 6). 

([)) The author examined the quantity of Iymphocytes in peripheral sinuses as connected 

with types of structure， but he could not find any definite relation between them (Table 4). 

(n) The author discovered speci五回llyarranged new bl，∞d vessels beneath the peripheral 
sinuses of 90.596 of the nodi under examination， so these vesseIs were called“Subsinus-veins" 
bv the author (Fiヌs.11， 12， 1.3). 

The ratio of occu工:cenceof these vessels gradual1y .decreased in turn from A， to B， to C， 
to D types (Table 7). 

(7) According to these resu1ts of examination the author wishes to conclude， in the 
present state of his experiment that; 

a) Type A of the peripheral sinus structure as cal1ed above should be. treated as the 

representative type of red lyrnphonodi. 

b) The so-cal1ed type D belongs to the rnodified cases which tend to the ordinary lym-

phonodi， but even under type D there were seen in many specimens， with comparatively 
broad sinuses 
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Plate 1. 
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Explanation of Pla主es

C.: Capsule. 

P.: Peripheral sinus. 

M. :謹edul1a1'Yportion. 

S.v.: Subsinus-vein. 

Fig. 1. The peripheral sinus distinctly showing Feature 1. 

Haematoxylin and eosin stain. X2ラO. (No. 32， O， 8 months). 
Fig. 2. The peripheral sinus distinctly showing Feature II. 

Haematoxy1in and eosin stain. X 250. (No. 79， O， 25 days). 
Figs. 3， 4. The pe1'iphe1'al sinus distinctly showing Featu1'e III. 

Fig. 3， Haematoxylin and eosin. stain. Fig. 4， GOMORI's silver stain. X 2ラO.
(No. 80， !f， 2 years). 

Figs. 5，6. The pe1'ipheral sinus distinctly showing Featu1'e IV. 

Pla旬 II.

Fig.ラ， Haematoxy1in and eosin stain. Fig. 6. GOMORI's.silver stain. X 250. 
(No. 82， O， 20 days). 

Fig. 7. The 1'ed lymphonodus showing Type A structure. Breadth of peripheral sinus， 
over 20%. Quantity of erythrocytes，俳. Quantity of lymphocytes， +. 
Haematoxylin and eosin stain. x60. (No. 27，δ，ラodays). 

Fig. 8. Tbe red lymphonodus showing Type B structure. B1'eadth of peripheral sinus， 
over 20ア~. Quantity of e1'yth1'oeytes，什. Quantity of lymphocytes，札
Haernatoxylin and eosin stain. X 60. (No. 79， O， 25 days). 

Fig. 9. The 1'ed lyrnphonodus showing Type C structu1'e. Breadth of pe1'ipheral sinus， 
10-20%. Quantity of erythrocytes，十. Quantity of lymphocytes，帆

Haernatoxylin and eosin stain. >く60. (No. 28，δ， 1.5 years). 
Fig. 10. The red lymphonodus showing Type D structu1'e. Breadth of peripheral sinus， 

less than 10%. Quantity of erythrocytes，ー. Quantity of lyrnphocytes， +. 
Haematoxylin and eosin stain. X 60， (No. 82， O， 20 days). 

Fig. 11. The periphe1'al portion of the 1'ed lymphonodus showing obviously the Subsinus-
veln. 
Haernatoxylin and eosin stain. x 2ラO. (No. 80，♀， 2 years). 

Fig. 12~ The red lymphonodus showing perfectIy the Subsinus-vein. 
HaernatoxyHn and eosin stain. X60. (No. 26， O， 3 rnonths). 

Fig. 13. The red lyrnphonodus showing partially the Subsinus-vein. 

Haematoxylin and eosin stain. く60. (No. 7ラ， o， Iラdays).
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